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あらまし：本研究は、群馬県の上信電鉄沿線一帯に点在する多数の観光資産（登録が決定した富岡製糸場

等絹産業遺産群の世界遺産）を,AR(拡張現実)技術,手のひらサイズのブックレット,ソーシャルメディア分

析・ビジネスインテリジェンス、スマートフォン等の ICT 活用と産官学連携によって観光まちづくりに

つなげようとする実証実験である.本報告は、実証実験の方法と教育情報システムの概要を説明する.  
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1. はじめに

近年,AR（拡張現実）技術や Twitter 分析が多くの

観光まちづくり事業に活用されている.本研究は,群
馬県の南西部に位置する上信電鉄沿線一帯地域の観

光資源に関して,手のひらサイズの写真集ブックレ

ットに画像認識型の AR(拡張現実)技術を組み合わ

せ,物語りの観光資源情報を重畳表示させる「AR 観

光ブックレット」を提案し, 導入する実証実験であ

る．大学生が行った現地調査や世界遺産登録前後の

Twitterのつぶやき分析などを含む教育情報システム

を説明する.

この「AR 観光ブックレット」の実証実験は、地

域の市町村と連携し,本学学生の参画によってすす

め,観光資源のブランド認知に貢献することをねら

いとしている．

本稿は、本研究の概要と「AR 観光ブックレット」

のプロトタイプとブックレットコンテンツ制作に関

わる予備調査の途中経過を説明するものである.

２．「AR 観光ブックレット」

研究対象となる上信電鉄沿線一帯とその拡張地域

には,２０１４年６月２１日に世界登録が決定した

富岡製糸場跡や絹産業遺産群の荒船風欠,観光資源

を筆頭に,はるか２億年前の恐竜の足跡がある神流

町恐竜センターや日本の旧石器時代の存在を証明す

ることになった岩宿遺跡,また,武家時代末の名勝庭

園を復元した楽山園,日本の地殻変動を物語る下仁

田ジオパークなど多数存在し, 今日のまちの姿につ

ながる物語がある.そうした物語を素材として用い

て、観光ブックレットを作成し、その名所写真をＡ

Ｒマーカーとする.

AR 技術は,スマートフォンのアプリを紙媒体にか

ざすだけで人間の視界や現実の映像（写真・絵）に

追加情報（動画・音声ナレーション・テキスト・CG
など）を重畳表示させることで人間の認知力に働き

かける技術である. 既にいくつかの自治体の観光パ

ンフレットで利用され,群馬県でも地元新聞の朝刊

や雑誌で頻繁に使われ,一般の人々にも従来の広告

とは異なる価値が知られ始めている.

図 1 観光ブックレット試作品（カバー）（注１）

例えば、現実世界の素晴らしい自然景観や歴史的

建造物の写真に AR アプリを使って元の写真に重畳

表示される歴史的人物の様相,かつての建物や現在

の建物が対比されることで,近代化の意味や時間の
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経過など新たな意味を加えることができる．

2. 実証実験

本研究の実験対象は,上信電鉄沿線に点在する歴

史的資産や復元された建造物,および自然や博物館

など観光スポットの要所である. 実験協力者は,県内

外における、特定の市の図書館への訪問者などであ

る.
AR は,対象となる中高大学生や一般社会人自身が

所持しているスマートフォン , iOS 搭載または

Android OS 搭載のどちらの端末でも表示可能な設

定とした. Twitter 分析には,NTT コムウエアのインサ

イトキャッチャーとクラウドのデータベースを活用

した.実証実験の全体イメージを図２に示す．

図２ 実証実験の全体イメージ

   [1]のｐ63 に加筆修正
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注 1 AR 観光ブックレット制作・監修：河合博子 イラ

スト補助カイコガ：知原桃子 カイコ：「こぴょ」, 表紙

の電気機関車のイメージ：「上信電鉄百年史」上信電鉄株

式会社編総務部監修 1995 より, 風景写真の一部は：富岡

県税事務所及び関係市町村より提供いただいた.

教 育 シ ス テ ム 情 報 学 会　JSiSE2014

第 39 回 全 国 大 会　2014/9/10 ～ 9/12

― 86 ―




